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事例１ エコノバ（資源回収ステーション）

• 全国初のプラスチックに特化した資源回収ステーション。

• 「リユースコーナー」やコーヒーが飲める「くつろぎスペース」など

地域コミュニティの場としても活用。

• 市内200箇所以上に設置を目指し、2025年4月時点で45箇所設置。
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事例１ エコノバ（資源回収ステーション）

ねらい
• 質の高いリサイクルを目指してプラスチック資源等を回収する。

• リサイクル・リユースを実践できる身近な場所としてごみ・環境への関心を高める。

だけでなく、

• 誰もがかかわる「ごみ出し」を契機とした子どもから大人までが集まる場所に

| 高齢者の外出機会の創出

| 放課後に子どもたちが集う場所

| 地域団体の活動場所
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事例２ オープンミーティング
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• 部署の枠にとらわれず、庁内から多様な意

見や提案を収集するため、テーマと業務上

直接的な関連がない職員（時には外部の方

も）を交えて、庁舎内外で実施する会議・

打合せ。

• 様々な立場や専門分野の職員が率直な意見

を出し合うことで、

新たなアイデアやヒントを得るとともに、

職員間のコミュニケーションの活性化を図

ることを目的とする。

市役所1号館東側ロビーでのオープンミーティングの様子



事例２ オープンミーティング
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• 2025年3月末までに計17回のオープンミーティングが公共のオープンスペースで開催。

うち16回で市民がオープンミーティングを聴講。

テーマ類型
オープンスペース

での

開催回数
備考

うち市民参加

まちづくり 6回 6回

地域協働 4回 4回

防災 2回 2回

その他 5回 4回 計画策定・自然環境・女性活躍など



事例３ D-Agree
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• これまでの広聴事業は、市民が市に提案し、市が提案者に対して回答することが基本。

⇒市民同士の意見交換ができていない。また気軽に意見を言える場が無い状況。

• 24時間場所を選ばず、匿名でオンライン上で意見交換、共有ができるプラットフォー

ム・D-Agreeを活用。

⇒参加者が他の意見に触れることで、「私もそんなことを考えていた！」と共感する、

あるいは新たな意見が生まれるといった意見交換を目指す。



事例３ D-Agree
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• AIがリアルタイムで議論を

ファシリテートし、質問や

提案を行うことで議論を活

性化。

• いつでも、どこでも、誰で

も気軽に議論に参加できる

環境を提供。

• 匿名なので、忌憚のない意

見を投稿できる。



テーマ

①六甲道駅前広場及びその周辺の魅力

②六甲道駅周辺に今後も住み続けたい、利用し

たいと思えるようにするためのアイデア

参加者

職員8名、市民8名(うち2名は飛び入り参加）

テーマ

① 六甲道駅前広場・駅周辺のコンセプト

② 北側広場の駐輪場跡地の活用

③ 南側広場の活性化

参加者

閲覧者76名、投稿者24名、意見数79件

テーマ

① 六甲道駅前広場の使い方を考えよう

② 六甲道駅前広場のデザインを考えよう

③ 六甲道駅前広場の計画をまとめよう

参加者

①22名 ②18名 ③11名

六甲道駅前広場のリニューアルプラン作成過程
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オープンミーティングで議論

D-Agreeで議論

ワークショップで議論


